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。
千
曲
川
の
支
流
、
金
峰
山
川
上
流
。
山
梨
県
と
の
県
境
近
く
を
源
と
し
て
、
千
曲
川
に
注
ぐ
(
南
佐
久
郡
川
上
村
)

や
染
屋
浄
水
場
全
景

手
間
暇
か
け
て
、
-・・・・・・t

杯
の
水
に
/(撚11)

吟
浄
水
場
で
は
毎
日
、
水
質
検
査
を
実
施

吟
水
質
基
準
(
二
十
六
項
目
)
の
一
つ
を
計
る
器
異

吟
目
詰
ま
り
し
た
砂
の
か
を
取
り
作
業
(
染
屋
浄
水
場
)

人口I120.507人 (+47) 男158.889人 (+3日) 女161.618人I千百7 芭第 40.619(+54) 
外国人資録者数/1.562人(一14) 男/1.004人(ー11) 女/558人 (-3) ()内は前月比

〈この広報紙は再生紙を使用しています〉

データ (6月IllIJUf)



今
年
は
水
道
創
設
苅
周
年

い
し
い

[2] 7 7 . 

• 
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す
っ
と
飲
み
た
い

うまい水(長池公園で)

上
回
市
で
は
、
千
曲
川

t
そ
の

支
流
で
あ
る
神
川
の
水
を
水
源
に

し
て
い
ま
す
。
千
曲
川
は
長
野
県
、

埼
玉
県
、
山
梨
県
の
接
点
に
あ
る

・

』

刊

h

a
L

甲
武
信
岳
を
源
流

t
し
、
神
川
は

あ

--to

そ
の
源
を
四
阿
山

t
し
て
、
上
田

市
内
、
て
千
曲
川
と
合
流
す
る
川
、で

す
。
水
源
か
ら
取
っ
た
水
は
、
浄

水
場
を
通
っ
て
き
れ
い
な
水
と
な

り
、
わ
た
し
た
ち
の
家
庭
や
学
校

な
E
に
逸
ら
れ
ま
す
。

どこでも安心水道は

要
件
に
適
合
し
た
上
回
の
水

• 
• 

大
正
十
二
年
(
一
九
二
三
)
、
上
田
市
に
水
道
が
で
き
て
か
ら

今
年
で
七
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
の
水
道
は
千
曲
川
と
神

川
の
表
流
水
を
水
源
と
し
て
、
舎
で
は
約
九
万
九
千
人
の
市
民

が
、
一
日
平
均
三
百
六
十
凶
の
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
、

な
ん
の
た
め
ら
い
も
な
く
飲
ん
で
い
る
水
・
:
。
皆
さ
ん
は
よ
く

味
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
「
上
回
の
水
は

お
い
し
い
」
と
感
じ
た
こ
と
は
つ
・

最
近
、
て
は
、
水
源
で
あ
る
河
川

の
汚
染
が
心
配
さ
れ
、
水
の
安
全

性
に
つ

い
て
も
関
心
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
同
時
に
「
お
い
し

い

水
」
へ

の
要
求
も
高
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
水
質
基
準
に
適
合
し
た

安
全
な
水
を
供
給
す
る

、』
と
は
、

市
の
水
道
事
業
の
使
命
で
も
あ
り

ま
す
。
で
は
、
お
い
し
い
水
と
は

ど
ん
な
水
な
の
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
六
十
年
の
厚
生
省
「
お
い

し
い
水
研
究
会
」
の
報
告
で
は
、

お
い

し
い
ポ
の
要
件
と
し
て
別
表

の
数
値
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、

全
国
五
万
人
以
上
の
都
市
の
水
道

水
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
同
研
究



会
の
「
お
い
し
い
ポ
の
要
件
」
に

適
合
し
て
い
る
郡
山
と
し
て
、
県

内
で
は
卜
.
川
市
を
は
じ
め
し
ハ
都
市

が
入
り
ま
し
た
。

別
表
か
ら
、

一
般
的
に
お
い
し

い
水

t
は
、
辿
度
に
ミ
ネ
ラ
ル
を

合
み
、
軟
質
、
て
臭
み
が
な
い
な
ど

の
条
件
を
渦
た
し
た
ホ
と
い
え
ま

す
。
し
か
し
、
水
の
お
い
し
さ
は

い
く
つ
も
の
要
素
が
重
な
っ
て
生

ま
れ
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
な
に

よ
り
も
阪
府
が
き
れ
い
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
前
慌
で
す
。

わ
た
し
た
ち
が
お
い
し
い
水
を

い
つ
ま
で
も
飲
む
た
め
に
は
、
水

源
の
環
境
を
守
っ
て
い
く
-
』
と
が

粂
件
で
は
な
い
、
で
し
ょ
う
か
。

~;t上因子行の数値は4年度平均

項目 数値 味への影曹

蒸発残留物
30-200 I主にミネラルの含有畳 適度た・と 102 

内/e こくのあるまろやから・味に .弔/t

硬
度 10-100 主にカルシウムやマグネシウムの 56.3 

吋/t 量』官まいとくせがない ~/t 

遊書官炭酸 3 - 30~/ t 水にさわやかな味を与えるが、多
一いと刺激が強くなる

過マンガン殻
3m9/ t以下

有機物の量。多いと淡味を付け多 1.7 
カリウム消費畳 .に含主;と水の味をそこなう. ~jt 

臭 "- 度 3以下
水源の状況によリ微々なんおいが

一つくと、不快な味がする，

妓留注繁 0.4時11 水にカルキ臭を与え、温度が高い 0.4
以下と氷の味をますくする 吟 /t

水 温 最高20-C 冷やすことによリ、おいし〈飲め 12+，2I 
以下 る。 'c

おいしい水の要件(厚生省)

「藻」
が
き
れ
い
な
水
に

上
.
川
市
仁
は
染
Mm
浄
水
場
、
石
舟

浄
水
限
切
と
い
う
、
以
内
で
も
H
M
大
の

緩
述
ろ
過
に
よ
る
浄
水
坊
が
あ
り
ま

す
。
緩
述
ろ
過
の
ろ
過
池
は
、
水
深

の
浅
い
プ
ー
ル
の
よ
う
な
構
造
で
、

底
に
は
砂
の
用
が
あ
り
、
そ
の
下
か

ら
み
過
水
を
ね
る
↑
刀
法
で
す
。
-
日

に・二
1
六
れ
と
い
う
緩
や
か
な
速
度

で
砂
ろ
過
念
行
い
ま
す
。
こ
の
ト
刀
法

は
、
消
皮
や
色
皮
、
打
機
物
、
制
的
、

ウ
イ
ル
ス
な
E
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
良

写

)

鏡

供提

微目
部

川
官
学

噌
満
雄
靴

た
織

し
学

着
大

付
岨
m

カ
信

み
・

ご
真

・型更は厚生省「おいしい水研究会」の報告から抜粋

川
町
な
除
去
能
ん
を
も
丹
て
い
ま
す
。

主
円
治
池
に
は
、
光
が
あ
れ
ば
光
合

成
生
物
の
縦
割
が
繋
航
す
る
の
が
一

般
的
。
上
問
の
浄
水
場
の
場
合
は
、

下
山
川
や
神
川
の
表
流
水
が
水
源
で

あ
る
た
め
栄
養
が
問
自
で
、
兵
綿
状

に
繁
此
刑
す
る
糸
状
の
棋
が
仕
え
る
の

で
す
。
こ
れ
が
と
て
も
い
い
ん
で
す

ね
。
頑
と
い
う
の
は
、
光
合
成
に
よ

っ
て
炭
酸
ガ
ス
や
議
ぷ
、
リ
ン
な
ど

か
ら
、
光
エ
、
不
ル
ギ
l
で
有
機
物
を

作
り
ま
す
。
議
が
同
哨
・え
る

t
い
う
こ

と
は
、
官
官
ぷ
や
リ
ン
な
ど
の
成
分
を

水
か
ら
恥
り
除
〈
働
き
を
し
て
い
る

とい
l

う
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
川

川
の

k
械
の
よ
う
な
水
質
に
す
る
作

用
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

ま
た
藻
は
、
光
合
成
の
際
に
酸
素

を
作
り
ま
す
。
こ
の
殿
よ
は
、
-
抵
の

砂
の
小
で
の
微
然
物
の
刷
き
で
、
有

機
物
な
ど
を
分
解
す
る
作
川
を
促
進

し
て
く
れ
ま
す

絶
好
の
「
ご
み
取
り
装
置
」

と
こ
ろ
で
、
部
に
は
、
水
中
に
あ

る
ご
み
な

E
e取
り
除
く
刷
き
も
あ

り
ま
す
。
み
過
池
に
は
越
流
m
n
{余

分
な
水
を
協
し
山
山
す
排
山
山
け
の
よ
う

な
も
の
)
が
あ
り
、
・
水
ド
聞
に
浮
か
び

上
が
っ
た
議
は
そ
こ
に
流
れ
込
み
ま

す
。
、
で
す
か
ら
、
ご
み
な
ど
令
付
着

し
た
部
を
次
々
仁
取
り
除
く
こ
と
が

で
き
る
わ
け
で
す
。
ま
さ
に
絶
川
町
の

「
れ
削
ご
み
取
り
弘
山
」
な
の
で
す
。

中本信忠さん
信州大学教授(繊級生幹
部応、用生物科学科)理
学縛士(資源生物学)

一
日
に
作
ら
れ
る
起
の
悦
は
と
い

う
と
、
多
い
と
き
で
染
屋
浄
水
場
の

ろ
過
池
の
約
三
分
の
一
の
棋
が
除
去

さ
れ
る
分
だ
け
噌
え
て
い
ま
す
。

そ
の
州
政
以
を
祐
川
算
す
る
と
、
熱
情

山
林
の
川
政
力
と
ほ
ぼ
附
じ
で
、
非

常
に
尚
い
生
・
従
力
な
ん
で
す
れ
制
。

改
造
の
余
地
な
い
完
成
度

ろ過池に浮カ'...)~~慮。生産カが高い

そ
も
そ
も

n本
の
水
道
は
、
戦
前

は
綬
述
ろ
過
に
よ
る
給
・
ぷ

H
式
で
し

た
。
し
か
し
、
戦
後
の
尚
度
税
済
成

長
期
以
降
、
水
道
山
梨
の
拡
大
な
ど

で
給
水
能
力
の
よ
り
お
い
急
速
ろ
過

応
式
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
現

住
、
緩
述
ろ
過
仁
よ
る
浄
水
誌
は
四

i
五
山
わ
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

川
川
叶
で
以
初
の
綬
述
ろ
過
池
が
で

き
た
の
が
.
八
問
年
。
イ
ギ
リ
ス

の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
し
た
。
そ
の

構
造
は
税
在
の
報
速
ろ
過
池
と
全
〈

同
じ
な
の
で
す
。

t
い
う
こ
と
は
、

も
う
そ
の
時
点
て
完
成
さ
れ
て
し
ま

っ
て
、
改
泊
す
る
必
要
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
そ
れ
ほ
ど
完
成
度
の

出
い
施
設
が
し
し
川
に
あ
り
、
そ
こ
で

つ
く
ら
れ
る
お
い
し
い
水
守
わ
た
し

た
ち
は
飲
ん
で
い
る

t
い
う
‘
』
と
を
、

や
は
り
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

t
思
い
ま
す
。

[31 7 7. 広報うえだ5.



平成5年7月17日(土)
9月26日(日)

松本平広域公園緑地
(松本空港東側)

「八一卜・ミュージアムJ よ小広域鎗では、 3台

のモニターを使い、それぞれカルチャー、ネイチ

ャー、フユーチャーの3つのテーマによる映像で

地1漢の理事力者E紹介します。また、映像に運動して

空煩フ方トにセッ卜されたランプが点灯。その映

像がど乙の地主主にあたるのかをお知らぜします。

rカルチャーJでは、郷土に生まれ禽った奨を集

大成。各美術館の作昂や立岩和紙、上回総などを

解説します。また rネイチャーJでは、上回 ・小県

の観光の魅力者E紹介、 rフユーチャ-Jで未来を担

う先銭穫量産を展望します。

モ二ヲーとフォトの連動玄
上小の会を紹介します L

美しい7)くを1f;たえた遼

浅の濁。ここは命の源であ

る「水J とふれあい、遊び、

鹿らう若草所です。

湖畔のレストラン街で、信

州グルメの微々をお楽しみ

くだdい。

( 会場への変通の案内 ) 

・自家用車…①三才山トンネルを利用の場合|手、国道19号
から梓川右翼事道路~県道松本環状高家線を経由して、空港

北側の駐車場に駐車してくだざい。 ②長野自動車道を利用

の場合は、泡尻北インターで降り、県道纏尻鍋劉穂高線経

由で空港湾慣lの駐車場に縫草してくださし1。液各駐車場3か
ら|尊覧会場まではシャトルパス{無料)に乗り軽量えを。

・観光パス0・・i等覧会爆行きの観光パスが各社で運行されま

す(予約制)。 ①上回交通=信州博会期中の毎週金・土・日脇

田運行。上田駅午前8時出発。大人4，200円、小人3，700円
(入場料別)。申し込みはよ電観光(~ê345) 、 JRよ田駅
(宜主⑫1400>などへ。 ②千曲パス=7月24日-8月2e自の毎

日運行。上田駅午前88寺出発。大人4，200円、小人3，70日円
(入場号料別)。申し込みは千曲パス側上国営業所(まま⑫2363)、

....___千幽観光脚上国営業所他⑧8200)などへ

リ J

」

.JRと直通パス…中央線松本駅で下車し、松本駅前発陣

覧会場行きの直通パスに乗り倹えてください。直通パスは

約2唱の間隔で運行します。大人1.0日O円、小人500円(往復)

上田市では、 「市町村の日」の事業

として 8月7日出 に、会場内で真田武

者 行 列 を は じ め 、 真 岡 陣 太 鼓 な ど、さ

まさfまな催 しを行い、上田市の魅力 を

アピールしていきます。

・と き… 8月 7日出午前10時(中央

広場で武者行 列パレード) 聞ところー

ア ル プ ス ステ ージ(10時半より開始)

( 入 場 料金 〕

厨属鹿E
会期中何回でもご入場できるフリーベス非/

これで博覧会の楽Lさb100倍に.

第2期前売期間 当日売
券 種 区ヲト 平成5~手|月 l 日 平成5年7月17日

-7月16日 -9月26日

大人 ① 2，400円 2，700内

高校生 1，400円 1，600阿
普通入場券

1，100円小・中学生 1，000円

幼児 ② 400円 500円

大 人 6，000円 7，000円

高 校 生 3，700円 4，500円
アルビーパス

3，000円小・中学生 2，500円

幼 児 1，200円 1，500円

(ii18歳以上の方に適用 <i満4歳以上小学校に未就学の方に適用

チケットのお求めは…

・市役所観光課、各支所、各公民館で

会場を彩る花と緑 炉開252き522711152rfJr判官B凱2TiEZ2323。上国間 [41 



sfj) 

信州憾の中l伽lilR般であ
る「グローnJレドームJ

アルプスシンフォ二一

あ怠だの思い描く来来は、どんなか疋ちですか…・ー?

まも怠く開催される信州博'93は、 J山の豊かさが求められる21世紀に向け、 人

と人とのふれあいや自然との共生を目指しだ「夢の快適都市」を創り出しま

す。ま芝 “豊かなl白の受遊と創造"をテーマにし芝、ゆとりと遊びl白に満ちた

体験型の博覧会です。 上田・小県地区では、 上小広域館 「ハート・ミユージ戸

ムJ を出展し、上小の魅力を広くPRしていきます。ま芝、 8月7日の 「上

田市の日」には各種イベントを展開しますので、ぜひご来場ください。

I~信州からまつの集成材で
つくられ、 直径が約100メー
トルもありまつ。約1.7∞席の
ステージでは著書名戸ーティ

このドーム

ストによるピックイベン
トや県下各地の自治体
イベントガ目白押し。

と e
ここは、B寺周を忘れ、

のー角、約120
!JZ万メートlしのス
ペースに、 fJこ小広

戚豊富J を展示。

上回 ・小療の電車力を
PRします。

自然の~動にあわせ、 ゆっ
くりと過ごす空間。

称の中!こ寝ころんで、小鳥や
樹々のささやき!こ買を澄ませて
ください。緑の中でこころの
鐙かさを感じるゾーンで

<t。

[5] 広範うえだ5.7. サ

ゲートをくぐると、そ
こに、 別世界ガ広11り

ます。 ct央広場は、人々が
集い、パレード、ストリー

トパフォーマンスでおもちゃ箱
をひっくり返したようなにぎや
かさです。
数々のパピリオシも釆来の
生活の夢を演出します。

戸ルブスと肩を並べる

大観覧窓、スリル満点のジェ

ットコースターなど、 未来から4

来芝ような、とびぬけて新しく

獲しさいっぱいの秦り物ガ

遊びl白を刺玉虫しま事。



川
治

一
間
年
の
一
兆
一
胡
形
什
の
記
録
に
、
「
創

川

t
云
ふ
小
計
あ
り
」

「
分
離
年
川
は
卜N
h
H

の

事
仁
在
り
て
詐
な
ら
ず
」
主
、
説
附
さ
れ
て
い

ま
す
(
「
長
野
県
町
村
誌
」
)
。

つ
ま
り
、
須
川
は

古
く
か
ら
諏
訪
形
の
枝
郷
で
あ
っ

た
わ
け
で
す
。

須
川
と
い
う
地
名
が
初
め
て
文
献
に
見
え
る

の
は
、
州
艇
長
六
年
二
六

O
二

民

間
信
之
が

・
米
距
に
与
え
た
知
行
地
に
附
す
る
文
出
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
近
附
初
期
か
ら
須

川
は
兵
問
氏
の
間
地
だ
っ
た
こ

t
e物
訴
司
て

沈
鐘
伝
説
の
須
川
湖

、‘

‘4 

ぷ手

-S『

Bl
a

h
-
-
2

・

u
l
』

ii
n
n

い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
文
芹
仁
は
「
須
川
山
州
共
-
ご

・ιW2
q

と
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
頃
は
す
で
に
村
が
形

成
さ
れ
、
人
び
と
は
農
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
も
わ
か
り
ま
す
。

須
川
湖
は
標
高
約
七
百
メ
ー
ト
ル
、
周
凶
お

よ
そ
三
キ
ロ
で
最
も
深
い
と
・
』
ろ
は
約
五
メ
ー

ト
ル
と
の
こ
主
で
す
。
こ
の
湖
は
最
初
小
さ
な

出
で
し
た
が
、
仙
石
氏
が

k
m
城
主
だ
っ
た
頃

(
一
六
二
.. 1
A
じ
O
Lハ
て
そ
の
出
を
利
川

。，Ab
い

し
議
粍
川
地
と
し
て
築
い
た
と
一
バ
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

そ
の
後
、
何
度
も
池
の
拡
仮
仁
引
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
川
治
時
代
の

『日
以
肘
川
川
町
村
山町
山
』

に
は
「
須
川
池
」
の
水
は
誠
一
誠
形
村
の
卜
町
八

た
ん
ぱ

畝
八
歩
の
凹
刷
を
潤
す
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
池
の
沈
鐘
伝
説
も
広
〈
知
ら
れ
て

い
ま

す
。
昔
、
問
分
寺
の
鈍
eT
盗
ん
だ
賊
が
須
川
湖

の
ほ
と
り
ま
で
逃
げ
て
米
ま
す

t
、
突
然

「
国

分
寺
恋
し
ゃ
、
ぽ
ぽ
ら
ぼ
う
ん
」
と
鐙
が
一斉い

出
し
た
の
で
す
。
盗
殺
が
鳴
い
て

い
る
L
L
鑓
が

動
き
出
し
須
川
湖
仁
沈
ん
で
し
・
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は

こ
の
鐘
が
湖
の
主
と
な
り
、

制

で
溺
れ
た
若
が
「
日
間
分
寺
に
行
く
」
と
叫
ぶ

t

主
が
助
げ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

t
い
う
こ

t
で
す
。
こ
の
よ
う
な
沈
鈍
伝
説
は
わ
が
附
の

請
所
に
あ
り
ま
す
。

き
と
ふ
と
ん

川

h
nん
い
り
の
長
編
小
説
ト
年
』
に
は
終
戦
前

後
の

k
mが
K
H
か
れ
て
い
ま
す
が
、
上
巨
人
公
の

京
版
た
ち
が
須
川
で
キ
ノ
コ
を
保
る
シ

l
ン
に

比
鈍
伝
説
の
こ
と
が
山
て
き
ま
す
。
宅
卜
午
』

は
附
和
ニ
ト
.
年
に
花
ぶ
さ
れ
ま
し
た
が
、
戦

後
の
秀
作
に
数
え
ら
れ
た
小
説
、
て
、
雌
問
先
の

一
諏
訪
形
で
原
稿

e
nき
終
え
た
作
品
、
で
す
。
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普
窓
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

マ
村
岡
治
海
様

{
福
田
)
図
書
九
百
五
.
十
九

冊

凶

芹
館
へ

広

マ
干
場
文
男
様
(
北
天
神
町
)

ト
万

川

交

万

泊
五
五
策
事
業
に

一万

マ
側
富
士
銀
行
長
野
支
庖
・
安
田
火
災
海
上
保
禦

険
・
安
田
生
命
保
険
絹
・
芙
蓉
交
通
安
全
協
力

ru

会
機

新
入
学
児
荒
川
此
色
い
ワ
ッ
ペ
ン
{
保

険
付
き
)
下

-K.h牧
市
内
全
小
学
校
へ

マ
嶺

田

恒

様

(
ぃ
米
ボ
郎
新
宿
区
)
瀬
.
ぃ'人

形
八
体

山

本
鼎
記
念
飴
へ

マ
側
八
+
ニ
銀
行
三
舟
町
支
庖
梯
教
育
関
辿

術

品

城

.F小
・
市
小
・
川
辺
小
に

マ
会
田
好
久
棟

(
ド
組
)
機
織
り
機
一
式

嵐

mの
館
に

マ
妙
光
寺
寒
修
行
者
一
同
様

三
万

円

社

会

福
祉
基
金
積
立
金

t
し
て

マ
ス
ナ
ッ
ク
た
ま
樟

二
万
二
千
五
百
五
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金

t
し
て

マ
匿
名

百
万
円
交
通
災
害
遺
児
に

7. 

市
日
闘
で

卜一
フ
ッ
タ
位
台
分

ひ
ど
い
で
す
/
花
見
の
あ
と
の
ご
み

飲
み

づ
は
な
し
、
食
べ

っ
ぱ
な
し
、
散
ら

か
し

っ
ぱ
な
し
3
1
1。
花
見
の
時
則
、
上
川

械
跡
公
同
.
帯
で
は
、
驚
く
ば
か
り
の
ご
み

の
光
訟
が
見
・
ら
れ
ま
し
た
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン



カメラスケッチ

5月30n、第四回上小地区心身陣害者体育

大会が市常陸上競技場で附かれました。この

Fl !.t上小地峨の 5つの社会福祉施設などから

約500人が参加。100:;;:競争や砲丸投げ、走り

幅跳びなどの種目を競L、合いました。

全
力
で
頑
張
り
ま
し
た

わ
あ
っ
、

海野町のポケッ トバークでは、毎週木l曜日

に「はきぱき野菜市Jがトlf.1カ'*1.ています。 「は

きぱき Jとは上IJI地方の方言で「新鮮」の意味。

上回周辺の 5市ll1T村の野菜や花、 山菜など仁

長蛇の列ができます。時聞は午後211寺から。

お
い
し
そ
う
/

タ
ー
が
四
月
十
一
日
か
ら
間
二
十
六
日
ま
で

の
問
、
上
回
城
跡
公
樹
、
て
行
っ
た
花
見
の
ご

み
の
収
作
在
校
um
、

一一J
ト
ラ

ッ
ク

二
十
ニ
ム口分、

瓶
や
街
が
鮭
ト

ラ
ッ
ク
十
二
台

分
も
あ
り
ま
し

た
。
基
本
的
な

マ
ナ
l
、
考
え

直
し
て
く
だ
さ

い
。
公
共
の
施

設
で
す
か
ら
・、

花
見
の
翌
日
は
、
ご
み
の

山
が
い
た
る
と
こ
ろ
に

6月11日、市立保育闘で最初のプーノレ開き

が泉田保育閣でありました。この日はやや冷

たい風が吹いたため、水温があまり上がりま

せんでしたが、閑児たちは足だけをつかりな

カTら、歓Ffをあげではしゃぎ回っていました。

7 7. 広報うえだ5.

楽
し
い
よ
プ
ー
ル
遊
び

[71 



大
蛇
お
産
の
伝
説

恥
川
・

産
川
L
L

流
(
沢
山
湖
の
子

前
)
に
『
鞍
が
淵
」

t
い
う
所
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
は
、
大
主
な
れ
や
脊

山
町
パ
ザ
ザ
ザ
戸
川
-
ロ
し
て
い
て
、
ム
ー
で
も

魁
魅
魁
魁
が
山
そ
う
な
拶
閥
抗
で
、

，

次
の
よ
う
な
伝
説
が
伐
っ
て
い
ま
す
。

昔
、
独
鈷
山
の
頂
上
の
山
寺
に
新

鞍が淵(手側11上流)

さ
れ
た
赤
児
は
、
小
品
の
哲
夫
射
に

助
げ
ら
れ
、

小
太
郎

t
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

川
は
大
蛇
が
お
ぷ
を
し
た
の
で

「産
川
」
と
呼
ば
れ
、
大
蛇
の
怜
は

「
蛇
刊
訂
」
t
い
う
.れ
に
な
り
、
必
川

に
散
ら
ば
「
た
と
レ
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
浦
知
(
小
泉
)
へ
住
ん

だ
の
で
、
「
小
泉
小
太
郎
L

t

呼
ば

れ
ま
し
た
。
な
ま
く
ら
だ
っ
た
小
太

郎
は
、
・
ぉ
渡
さ
ん
に
「
少
し
は
働
い

て
く
れ

-
t
阪
ま
れ
、
判
明
仏

H
H
へ

t

E

1
t

1

1

1

1

・

ι祈
念
取
り
に
出
ま
し
た
。
も
の
す

ご
い

h
持
ち
の
小
太
郎
は
、
萩
の
ト小

h
v
u

根
ζ

そ
智

一
本
伐
ら
ず
取
り
、

一

束
に
ま
る
め
て
持
っ
て
き
ま
し
た
。

「結
び
縄
は
解
か
な
い
で

一
本
ず

つ
妓
く
よ
う
に
」

t
小
太
郎
は
注
意

し
ま
し
た
が
、
お
婆
さ
ん
は
縄
を
切

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
る
と
婦
は

み
る
み
る
・
と
広
が
り
、
お
婆
さ
ん
は

押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
死
ん
で
し
ま

い
ま

し
た
。

お
話
・
幽
尾
勝
さ
ん

(
刊
歳
・
手
塚
)

c!s" 

い
和
尚
が
い
て
、
そ
こ
へ
毎
晩
美
し

い
娘
が
お
続
を
聴
き
に
通
っ
て
く
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
ぶ
か
し
く

思

っ
た
和
尚
は
、
般
の
粁
物
に
糸
を

つ
け
、
あ
と
を
什
り
て
い
き
ま
し
た
。

産
川
の
鞍
が
淵
に
た

E
り
お
き
、

見
る
と
大
蛇
が
れ
の
除
、
で
お
い政
令
し

て
い
ま
し
た
。

n分
の
安
を
知
ら
れ

た
と
思
っ
た
大
蛇
は
、
産
ん
だ
赤
児

を
れ
の
上
仁
訳
き
、

L
人

m
e降
ら
せ

死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
貯
水
、
て
流

ミミズでたい肥化試みる
北村幸子さん (40歳 ・中村)

i;.人が所同するロー

タリ ー クラブで、昨年、

みんなで生ごみたいIJ巴

イi二千五総を買いました。

うちでもその ときから

使い始めたのですが、

i:.人がたレ)j巴化作部の

1-1-1に釣りえさのミミズ

を入れてレるんです。

lポゃー1...を多〈混ぜ、そ

こに付:まわせています。

ミミズのたくさん いる

t は、よく I1巴えた 1'.だ

とも |封lちますし 一。不

411設と央レにおいもあ

りません。千423の111が

たいI1巴になると、その

まま 1:の111にJ-!I!.めて陸

上仁しています。

[8] 7 7. 広報うえだ5.

サッカー選手に
怠りだい怠〉フ

成沢達弥くん
(清明小・ 4年〉

ぼ くは、スポーツ少年団

でサッカーをやっています。

サッカーがとても好きなの

で、上回に も専用のサッカ

一場があるといい。たまに

お父さ んとサッカーの練習



ま
ず
、
声
か
け
合
つ

日
本
は
お
同
で
す
。
し
か
し
、
だ

れ
も
人
聞
は
ね
の
よ
う
に

一
人
で
は

生
、さ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

わ
た
し
は
円
本
(
信
州
)
へ
米
た

と
き
、
友
だ
ち
の
こ
と
ぞ
と
て
も
懐

か
し
く
思
い
出
し
、
寂
し
く
て
し
か

た
な
い
と
き
が
あ
り
ま
し
た
。

n分

の
家
族
や
友
だ
ち
と
離
れ
て
し
ま
う

t
、
寂
し
〈
な
る
こ
と
は
あ
た
り
ま

え
で
は
な
い
の

J

で
し
ょ
う
か
、
不
/

外
国
人
に
は
近
づ
か
な
い
つ
・

特
に
東
京
や
大
阪
な
・
ど
の
よ
う
な

日本人と国際化

その③

て
友
だ
ち
に

大
都
会
に
住
め
ば
隣
E
う
し
の
人
間

制
係
は
滞
く
な
る
t
m
u
い
ま
す
。
そ

れ
は
都
会
の
た
め
、
桟
念
な
が
ら
隣

付
き
合
い
の
楽
し
む
時
間
が
な
い

の

だ
と
川
崎
い
ま
す
o

J
て
も
、
九
日
州
十
一間

は
隣

E
う
し
の
付
き
A
け
い
も
あ
り
親

切
な
人
が
多
い
所
で
す
。

わ
た
し
は
日
本
訴
も
は
じ
め
は
収

解
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
た
い
へ

ん
凶
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
と
き
、
な
か
な
か
外
凶
人
で
あ

る
わ
た
し
に
近
付
い
て
こ
な
い
の
が

日
本
人
で
す
。
わ
た
し
は
泣
き
た
い

と
き
ら
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
に
友
だ
ち
も
で
き
、
信

州
上
回
の
生
活
が
栄
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
今
は
隣
付
き
合
い
も
あ
り
、

た
い
へ
ん
だ
れ
か
ら
も
親
切
に
し
て

も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

恥
ず
か
し
が
り
屋
の
日
本
人

ブラジル料理講習会で(昨年)

し
か
し
、
な
ぜ
日
本
人
は
近
付
い

て
こ
な
い
だ
ろ
う

t
わ
た
し
は
考
え

ま
し
た
。
「
わ
た
し
が
よ

Feか
け
た

ら
、
変
に
兄
ら
れ
て
し
ま
う
か
な
」

と
不
安
な
気
持
ち
で
し
た
が
、
わ
た

し
は
旅
行
し
た

t
き
、
隣
の
か
た
に

向

'eか
け
た
、
』
と
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
県
外
の
友
だ
ち
が
た
く

さ
ん
で
き
ま
し
た
。

「
川
本
人
は
恥
ず
か
し
が
り
同
」

と
レ
う
こ
と
が
-
』
れ
で
わ
か
り
・
手
品
し

た
。わ

た
し
の
凶
で
ふ
ブ
ラ
ジ
ル
の
人
は

「
話
し
か
け
や
す
い
」

t
思
い
ま
す
。

わ
た
し
の
友
だ
ち
(
日
本
人
)
が
二

年
前
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
遊
び
に
行

っ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ
る
観
光
地

で
知
ら
な
い
i

人
が
「
今
日
は
持
い
で

す
ネ
/
」
と
わ
た
し
た
ち
に
話
し
か

け
て
き
ま
し
た
。
友
だ
ち
は
驚
い
て

い
た
よ
う
で
す
。

最
近
、
「
削
際
化
」

t
レ
う
こ
と

が
日
本
で
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

友
だ
ち
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
レ
る
人

に
は
、
ち
ょ
う
ど
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ

で
す
。
笑
顔
で
『
こ
ん
に
ち
は
」

t

い
う
単
純
な
・
』
ー
と
で
友
だ
ち
が
で
き
、

す
ば
ら
し
い

t
思
い
ま
せ
ん
か
。
皆

さ
ん
は
ど
う
、
で
し
ょ
う
か
。

「
子
ど
も
」
に
戻
る
/

ホ引い

こ
ろ
は
、
た
だ
夢
中
で
働
い

て
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
枇
聞
の
こ

t
な
ど
あ
ま
り
知
ら
ず
に
今
ま
で
き

て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

亡
く
な
っ
た
七
人

t
い
っ
し
ょ
に

苦
労
も
し
て
き
・手
品
し
た
が
、
主
人
は

わ
た
し
ゃ
子
‘
ど
も
た
ち
の
た
め
に
一

生
懸
命
で
し
た
。
わ
た
し
が
今
、
こ
う

し
て
い
ら
れ
る
の
も
主
人
の
お
か
げ
。

毎
日
、
高
齢
者
一泊
祉
セ
ン
タ
ー
で

ゲ

l
ト
ポ
ー
ル
を
し
た
り
、

仲
間
と

し
ゃ
べ

っ
た
り
、
と
て
も
幸
せ
で
す
。

♂
ぢ
さ
」
が
保
て
る
と
い
う
よ
り
も
、

子
ど
も
の
こ
ろ
に
戻
っ
た
よ
う
に
、

毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
自
分
で
も
「
気
が
強
い
」

っ
て
思
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。
で
も

北引い

t
き
か
ら
、
れ
分
の
「
気
持
ち
」

だ
け
は
し
っ
か
り
持
っ
て
生
き
て
き

た
し
、
挙
い
体
は
丈
夫
な
の
で
今
ま

で
こ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

-
』
れ
だ
け
中
市
せ
で
長
件
いき
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
と
、
苦
の
苦
労
も
ふ
司

飛
ん
で
、
ま
る
で
う
そ
の
よ
う
で
す
。

)，_ f'>-:.女 の

に ~Á -)わたしの場合

③ 

ごみ問題、
市職員の指導も
人間が~I:; ì訴するために

はルールが必要です。最

近はノレーJレ違反1i・が激相

して、 .IJUili.にも宅急協

やごみの投げ扮てがrlな

ち、道路沿いの人や対11の

持ちネがたいへん迷惑、し

ています。

5日3011の「ごみゼロ」

の円は、作地域の皆さんの努力で、少しはきれ

いになりましたが、時間がたつ t、また元の

j邑り散乱が目立つようになってきています。

人聞は、 一人では~t:きていくことがで、きない

のが正常で、、決存共栄を目標じして ~I:抗する

ものだ t思います。 t=1己中心的な人間が多数

の現代、空き tfrのポイ捨てやごみ問題の解決・

は、 1-.111市の職員の指導がより必要に なる t
思います。 六川三喜男さん (67i後 ・金井)

同

7 7. 広報うえだ5.[9] 
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掃
除
機
を
使
う
の
が
コ
ツ

濡
れ
ぞ
う
き
ん
は
や
め
る

エプロ ン百科

風
だ
け
は
中
に
入
れ
て
、
蚊
や
ハ

エ
な
ど
は
辿
せ
ん
ぽ
|

|
瓦
は
網
ド

が
前
蹴
す
る
季
節
で
す
。

き
て
、
物
流
な

E
に
収
納
し
て
い

た
制
.
ド
を
、

一
年
た

っ
て
引

っ
帰
り

川
す
と
、
網
の
刊
に
か
な
り
の
ホ
コ

リ
が
川
立
ち
ま
す
。

片
側
に
新
聞
紙
を
張
る

ホ
コ
リ
は
、
掃
除
機
を
使
う

t
簡

単
に
と
れ
ま
す
が
、
網
戸
に
掃
除
機

ぞ
直
接
か
げ
た
の
で
は
、
網
戸
を
通

し
て
空
気
を
似
い
込

U
だ
け
で
す
。

縄
ド
の
片
側
に
新
聞
紙
ぞ
張
り
つ
け
、

掃
除
機
を
か
け
る
と
、
網
の
い
の
ホ

コ
リ
を
上
下
に
叫
い
と
る
、
』
と
が
で

き
ま
す
。

ぞ
う
き
ん
で
、
網
戸
の
ホ
コ
リ
を

ふ
き
と
る
の
は
か
な
り
や
っ
か
い
で

す
。
特
に
濡
れ
ぞ
う
き
九
で
ふ
く
と
、

汚
れ
は
と
れ
ず
に
広
が
る
だ
け
。
強

く
こ
す
っ
て
汚
れ
を
と
ろ
う
と
す
れ

ば
、
網
が
ゆ
る
ん
で
し
・
ま
い
、
見
栄

え
が
悪
く
な
り
が
ち
で
す
。
ぞ
う
き

硫黄島いまだ玉砕せず・..........・・・・・・・・・・上坂冬子

クリーン農業時代

三歩下がって飾の影を飛ぶ・・・・…・・・・…・・・-永六輔
尾崎箆の魂・..............................・・・・・山下悦子

伎界の湖・....................・・・・・・・・・琵琶湖研究所編

ポスとしての工υツイン……レフ ・ス八一ノフ
クリントンの米国経済...・H ・H ・H ・.....・H ・..大原進

日中関係への思考・....................・・・・・・小林文男

異人たちの館・..............................・・・・・折原一

安全でおいしい有機米づくり…...・H ・..…高松修

江戸風俗東部綴時記を読む…...・H ・...…・・川田欝

ごみにならない製品の開発・…・・…・・・・・・本多淳裕

ポル・ポト派とは…...・H ・.......・H ・...…小倉貞男

大草原の小さな暮らし…H ・H ・....・H ・-…海野米松

大和路四季と花...・H ・・・…・・・・…・・…・…..111本武司

こんな女に魅力、れてしまう…...・H ・..…藤本義一

女性が働きやすい会社案内

きょうだいの性格と育て方...・H ・..……山田洋子

あづま矯・..............................・・・・・・・・伊集院静

佃島ふたり・房・・・…・…・・・・・…・・・…・・-出久根達郎

アナウンサーたちの70年
…...NHKアナウンサ一史編集委

ヒトラーの子供たち…ジェラルド・し・ポスナ一

気分はだぽだ!まソース・....................・・・後名誠

60歳からの趣昧逮人・・…・・・・企業08ペンクラブ

かしとい家・土地の貸し方 ・借り方

女人古寺巡私・・・・....................・・・・・・・・・杉本苑子

日々 、これ口実・H ・H ・.....・H ・.....・H ・-・所ジョージ

どうすれば先が続めるか・..........・・・・・・・鈴本三雄

クエン酸は神祭です・....................・・・長田正松

ん
で
、
網
戸
の
汚
れ
を
ふ
き
と
る
の

ω
a
qE
'
 

は
や
め
た
い
も
の
で
す
。

[

網
の
取
り
替
え
も
簡
単

7 

t
こ
ろ

E
こ
ろ
に
穴
が
聞
い
た
網

7

戸
は
、
網
全
体
を
取
り
替
え
る
し
か

F
hい

あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
の
ア
ル
ミ
サ

切

ツ
シ
の
網
戸
は
、
網
の
取
り
替
え
が

-弘

前

mに
で
き
ま
す
。

按

綱
一戸
の
消
の
小
に
、
網

h
τ
tめ
て

，.ん

い
る
ヒ
そ
が
あ
り
ま
す
。
千
枚
通
し

で
ヒ
モ

の
端
を
傑
し
、
引
き
出
せ
ば

制
は
は
が
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
網
の

枠
か
ら
三
セ
ン
チ
ほ

E
大
き
め
に
切

っ
た
新
し
い
網
を
、
枠
の
上
に
の
せ

ま
す
。
今
度
は
へ
ラ
ぞ
使
い
、
滑
に

ヒ
モ
を
押
し
込
み
ま
す
。
は
み
出
し

た
網
を
カ

ッ
タ
ー
で
切
れ
ば
、
ゆ
る

み
や
し
わ
が
な
く
、
き
れ
い
に
仕
上

が
り
ま
す
。

園固固
圏圏園
日生し不 i
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マ
滑
り
台
{
市
内
問
)
二
千
1
三
千
円

マ
ペ
ビ
ー
カ
ー

(
A
m
)
無
料

マ
さ

く
乳
総
{
浴
日
間
}
て
千
川

マ
自
転
事

(
剖
イ
ン
チ
)
無
料

℃
C
D
ラ
ジ
カ
セ

，d
し
九
円
い

マ
む
叫
仰
が
ま
『
リ
ヴ
ト

ル
)
阿
千
川

マ
冷
桜
町
(
二
台
)
五
千

円、

一
.力円

マ
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

五
千
円

マ
学
習
机
(
ニ
ム
口
}
無
料
、

ニ



ク
ー
ラ
ー
、
扇
風
機

直
接
風
を
あ
て
な
い

・
乳
児
の
冷
房

五
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。

ア
パ
ー
ト
な
の
で
、
夜
ク
ー
ラ
ー

を
つ
け
な
い
と
暑
く
て
眠
れ
ま
せ
ん
。
ど

の
よ
う
に
ク
ー
ラ
ー
を
使
え
ば
よ
い
で
し

ょ
う
か
。

Q 

子
ど
も
の
体
温
は
、
調
節
機
能

が
未
熟
な
た
め
、
外
気
に
左
右
さ

れ
ま
す
。
年
月
齢
が
小
さ
い
ほ
ど
、
発
育

が
未
熟
な
ほ
ど
大
き
く
影
響
を
受
け
ま
す
。

冷
房一
、
て
調
節
す
る
泊
度
は
、
外
気
混
度

A 
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• 
介
護

a指
針
、
行
政
叶
F
!ド
γ

滝
沢
か
ね
こ
さ
ん
(
犯
歳
・
保
野
〉

上
回
女
性
会
議
へ
の
お
さ
そ
い

よ
り
3

i
5
度
低
い
と
こ
ろ
を
口
安
に
し

て
く
だ
さ
い
。
混
度
は

ω
l叩
パ
ー
セ
ン

ト
が
適
当
で
す
。

ま
た
、
ク
ー
ラ
ー
だ
け
に
頼
ら
ず
、
部

属
の
鼠
度
に
A
門
っ
た
衣
服
の
調
節
や
お
し

ぼ
り
、

シ
ャ
ワ
ー
な
ど
で
汗
を
ぬ
ぐ

っ
て

あ
げ
る
な
ど
、
こ
ま
や
か
な
お
手
入
れ
も

哀
の
育
児
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
す
。

ク
ー
ラ
ー
や
扇
風
機
の
風
が
あ
た
る
部

分
は
涼
し
く
、
あ
た
ら
な
い
部
分

t
の
温

女
性
が
仕
事
を
し
て
い
く
う
え
で
、
結

鯖

・
出
産

・
介
護
と
ど
フ
三
つ
の
山
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中、て
、
い

ち
ば
ん
大
き
な
山
は
介
護
だ

t
思
い
ま
す
。

ζ
う
そ
〈

わ
た
し
の
場
介
、
母
が
半
年
前
脳
栂
・
濯

で
倒
れ
、

二
か
月
入
院
し
ま
し
た
が
、
比

較
的
軽
度
で
あ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
わ
た

し
自
身
「
い

っ
し
ょ
仁
暮
ら
し
た
い
」
と

忠
っ
て
い
た
の
で
、

ムー
も
倒
れ
る
前
と
同

じ
よ
う
に
牛
一
泊
し
て
い
ま
す
。

舟
は
、
今
、
足
が
少
し
不
向
由
で
す
が
、

お
ふ
ろ
も

一
人
で
入
れ
ま
す
し
、
沈
滞
物

ぞ
干
し
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
母
自
身
、

希
望
を
も
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
し
、
わ
た

度
差
が
向
律
神
経
の
働
き
を
乱
す
‘
』
と
に

な
り
、
不
快
感
や
頭
痛
な
ど
の
原
因
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ク
ー
ラ

ー
や
扇
風
機
の
使
い
方
は
、
風
ぞ
直
接
千

ど
も
に
あ
て
る
の
で
は
な
〈
、
天
井
や
壁

に
あ
て
て
部
屋
全
体
の
空
気
が
循
環
す
る

よ
う
に
工
夫
し
ま
す
。

子
E
も
は
寝
入
っ
て
し
ま
う
と
、
体
極

ぞ
発
散
す
る
の
で
、
寝
汗
を
び

っ
く
り
す

る
ほ

E
か
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、

引
き
続
き
扇
風
機
の
風
が
あ
た

っ
て
い
る

と
、
冷
え
す
ぎ
た
り
、
寝
冷
え
の
原
悶
と

な
り
ま
す
。
冷
気
は
下
方
に
下
が
る
た
め
、

子
ど
も
の
高
き
で
温
度
を
測
定
し
て
確
か

め
る
、
」

t
が
大
切
で
す
。

ク
ー
ラ
ー
の
普
及
に
よ
り
外
出
す
る
と

ち
は
、
寒
暖
の
差
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

調
節
可
能
な
衣
服
を
着
せ
ま
し
ょ
う
。

し
も
「
お
願
い
ね
」
と
一一富
山
っ
て
仕
事
に
出

か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
五
い
ギ
ブ

ア
ン
ド
テ
イ
ク

t
い
っ
た
と
こ
ろ
、
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
子

E
も
た
ち
も
協
力
し
て
く

れ
ま
す
し
・・・
。

人
聞
は
だ
れ
で
も
生
き
て
い
く
・
』

t
は

同
じ
で
す
し
、
時
聞
を
共
有
し
て
い
る
わ

け
で
す
。
、
で
す
か
ら
、
い

っ
し
ょ
に
生
活

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
、
家
族
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
t

と
て
も
大
切
な
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

母
の
退
院
す
る
日
ま
で
に
、
障
害
者
用

の
い
す
や
廊
下
な
ど
の
手
す
り
を
用
意
し

て
お
こ
う
と
、
市
や
社
会
福
祉
協
議
会
な

千
1
一一
一千
円

マ
シエ

|
プ
ア
ッ
プ
ベ
ル

ト
千
円

マ
ス
キ
l
キ
ャ
リ
ア
(
詳
述

市中山川)
三
千
円

マ
カ
ラ
オ
ケ
テ
l
プ
(七

卜
向
島
守
)
五
千
川

マ
長
そ
で

・
半
そ
で

ワ
ン
ピ
ー
ス
(
七
号
)
千
l
五
千
円

マ

換
気

J

似

合一
台
)
二
千、

三
千
円

マ
七
五
三
荷
物
{
ヒ
議
問
)

マ
二
人

釆
り
ぶ
ら
ん
こ

マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

(
B
型
)

マ
市
し
は
保
持
け
凶
闘
児
服

マ
ビ
デ
オ
デ

ッ
キ

マ
バ
イ
ク
か
ス
ク
ー
タ
ー
(
印
∞
)

マ
二
段
ベ
ッ
ド

マ
ス
チ
ー
ル
製
本
棚

マ
鉄
が
ま
(
み
そ
作
り
則
)

マ
鍵山崎

内
転
車

マ
キ
ャ
ン
プ
山
川
飯
合

マ
そ
ろ

ば
ん

マ
登
山
川
リ
ユ
叩
ク
サ
ッ
ク
(
小

学
五
年
生
ま
で
)

マ
琴

マ
三
味
線

※
先
着
眼
に
紹
介
し
ま
す
の
で
、
す
で
に
成

約
し
た
物
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ど
へ
照
会
し
て
み
ま
し
た
が
、
具
体
的
な

こ
と
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
た
し

自
身
、
不
勉
強
で
何
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
:
・。

そ
こ
で
提
案
で
す
が
、
例
え
ば
手
す
り

の
大
き
や
高
さ
は
、
』
う
い
う
ふ
う
に
し
た

ら
ど
う
か

t
か
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
へ
開

け
ば
よ
く
わ
か
る
な
ど

t
い
っ
た
行
政
サ

広

イ
ド
の
指
針
の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
い

問

ぃ
t
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
指
針
が
出
て

全

い
る
と
、
家
庭
と
施
工
業
者
と
が
話
し
合
調

っ
た
と
き
、
と
て
も
ス
ム

ー
ズ
に
進
め
ら

，

れ
る

t
思
う
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
検
討
し
て

什

み
て
く
だ
さ
い
。

日 7 7. 

市
民
の
自
主
的
な
集
ま
り
で
、
家
庭
・機
湯
・地
織
で
の
女
性
の
抱
え
る
問
題
を
話
し
合
い
ま
す
。
男
性
も
ど
う
ぞ
。
申
し
込
み
は
厚
生
課
女
性
係
(
内
線
1
6
0
7
)ま
で
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上
田
地
域
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
聞
き
ま
す

••• 
地
元
有
力
企
業
約
印
社
の
人
事
担

当
者
か
ら
の
情
報
提
供

t
求
人
情
報

一
覧
表
の
配
付
も
行
い
ま
す
。

ご
家

族
の
か
た
も
.
ど
う
ぞ
。

マ
と
き

7
月
9
日
働
午
前
叩
時

マ
と
こ
ろ
上
回
商
工
会
議
所
5

梢
ホ
ー
ル

マ
対

象

来

春
三
月
大

学
、
短
大
、
高
専
、
専
修
学
校
の
卒

業

予

定

者

マ

問
い
合
わ
せ
ハ
ロ

ー
ヮ

l
ク
上
回
公
共
職
業
安
定
所

(宮
⑫
6
3
6
3
)
、
労
政
諜
(
内

線

1
4
1
1
)

お
父
さ
ん
連
れ
て
っ
て

ア
月
は
上
回
創
造
館

---

E
「
カ
ゲ
ロ
ウ
幼
虫
と
川
の
水
と
の

か
か
わ
り
」

(第
2
土
慨
を
活
用
)

マ
と
き

7
月
刊
日

ω午
前
叩
時

マ
と
こ
ろ

第
l
科
学
実
験
室

-
星
空
観
覧
会

マ
と
き

7
月
M
目
的
午
後
7
時

初
分

マ
と
こ
ろ

天
体
観
測
室

-
一
般
男
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

7
月
例
日

ω・
お
日
制

午
前

9
時
i
午
後
4
時
初
分

マ
と

こ
ろ

パ
ソ
コ
ン
教
室

(
2
階
)

マ
対
象

団
蔵
以
上

の

男

性

マ

受

講
料

5
0
0
円

マ
申
し
込
み

7
月
四
日
開
午
前

9
時
よ
り
電
話

(
岱

@
1
1
1
1
)
で
受
り
付
け
ま

す。母
・
父
と
子
の
集
い

信
州
博
に
ご
参
加
を

••• 
昨年の就職ガイダンス

市
と
時
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、
次
に

よ
り
、
信
州
博
の
見
学
を
行
い
ま
す
。

マ
と
き

8
月
1
日
仰
午
前
7
時

市
役
所
出
発

マ
料

金

小

学
生
以

下
1
0
0
0
円
、
大
人
(
巾
・
学
生
以

上
)
1
3
0
0円
(
昼
食
合
む
)

マ

申
し
込
み

児
童
保
育
課
(
内
線
1

6
3
6
)
か
母
子
寡
婦
稿
祉
会
役
員

ま
で
現
金
を
添
え
て

E
う
ぞ
。・

.夏休み親子ふれあい見学会の日程とコース

とき 81司5自閑 81司6白告白

1日:10 :出発 10: 10 :出発
10: 30 10: 20 

11 : 20 1: 11 : 30 
コ 11 : 40 1: 

i 懇談会、昼食、ブ
14: 20): 懇談会、昼食、ブ 1410 (ラネタリウム蹴)

ラネタリウム鑑賞 14: 30 
14: 30 ¥: 

ス 15: 30 湾資源化B量殺
15: 3日
15: 40 :解椴(市役所前・ 15: 40 解貫主{市役所前 ・

:市民体貧富宮前) 市民体官事館前}

定貸 40人 40人

“おか3¥ウん、
νっしょに行こうよ"

--ヨ，g置涯苦Z霊園事沼田子産審溜圃詰匹華蓄量・

-とき 8月5日附、 6日(創 (コースは右表)

・対象 小学生(3 "'-' 6年生)と保護者。必ず保

護者同伴とし、申し込みは一家族 3人まで。

・対象 自家用車で来る人は市民体青館前へ午前

10時集合、自家用車以外で来る人は市役所正面玄

関前へ午前叩時集会。

・参加料 無料。簡単な昼食を市で用意します。

・定員 各40人

橿申し込み 7月12日(月)から22日同までに電話で

秘書課(2i@4100内線1111・1112)へ申し込ん

でください(申込眠、定員になり次第締め切り)。

・その他 昼食告とる前の30分程度、市政などに

ついて、参加者から市長への質問時間を設けます。

[12] 7 7. 広報うえだ5.です/「青少年を非行から守る全国強調月間J7月は
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.，、上回わっしょい、ア月31日出に/
「上回わっしょし'J実行委員会では、企画に参加される

企画委員、生演奏(楽器・合唱)のメンパーを募集してい

ます。希望者は事務局亀山(fi③5407)まで。

平
成

6
年
商
業
統
計

調
査
広
報
ポ
ス
タ
ー

••
• 全

国
の
商
庖

(
卸
売
・
小
売
業
)

を
対
象
に
行
わ
れ
る
商
業
統
計
調
査

へ
の
理
解
を
深
め
、
協
力
を
呼
び
か

け
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

マ
規
格

①

A
2
判、

4
色
以
内
、

②
図
案
に
は

「通
商
産
業
省
」
「
長

-二の丸ト2・ti@0762

ーーー=士一-
(主催者の混合により変更する窃合があります)

市民会館

寸・

野
県
」
「
上
回
市
」
「
商
業
統
計
調
査

(卸
売

・
小
売
業
)
」
「
平
成

6
年

7

月
1
日
」
の
文
字
を
入
れ
る
、

③
作

品
の
諜
に
住
所
、
氏
名
、
職
業

(学

校
名
、

学
年
)
を
記
入

マ
募
集
期

間

7
n
l
日
附
か
ら

9
月
刊
日
働

ま
で

マ
応
募
先

県
庁
情
報
統
計

諜

(干
湖
長
野
市
大
字
雨
長
野

6
9

2
1
2
)

マ
問
い
合
わ
せ
企
画

課
(
内
線
1
2
2
5
)

歩
く
楽
し
さ
再
発
見

体
験
し
て
み
よ
う
/

••• 
歩
く
こ

t
を
通
し
て
、
日
常
生
活

に
有
酸
素
遊
動
(
歩
行
)
を
取
り
入

れ
健
康
増
進
を
図
っ
て
も
ら
お
う

t
、

-材木町トト3・宮@0760

体
験
者
ぞ
募
集
し
ま
す
。

マ
内
容

8
月

1
日
同
か
ら
日
月

初
日

ωま
で
の
3
か
月
間
で
実
際
に

歩
い
た
内
容
を
、
保
健
所
か
ら
配
ら

れ
る
専
用
の
記
録
用
紙
に
記
入
し
て

保
健
所
へ
提
出
す
る
。

マ

募
集
人

員

2
0
0
0人
(
県
下
)

マ
応

募
期
限

7
月
初
日

ω
マ
応
募
先

上
回
保
健
所
(
宮
⑫

1
2
6
0
)

か
県
庁
保
健
予
防
諜

(8
0
2
6
2

⑧
7
1
5
0
)
 

7IB 食に関する講演会
10 :日日 550円

上回友の会
側 (本谷滋子さん) ⑧1596 

lB 第19図 上回珍道会
日:10 無料

聖風流上回
四 ig習大会 。舎道会

~7 エイズ講演会
13: 30 無料 保健予防課CJd (16ページ参照)

B/8 
第S田上田平和音楽祭 14: 00 

大人 同音楽祭
日 1.0閃円 実行委員会

文化会館

創造館

歩いて健康

月日 催 し 時 間 入場方法 問い合わせ

7111 東{言合同高学年例会
14: 00 会員

上回筒子
日 fllびきのネコ」 ども劇場 | 

14 
社会保険事務説明会 9: 00 

小諸社会
t)Q 保険事務所

25 東京家庭教育研究所
10: 00 

東信家庭教
l日 公開講座 湾研究所

B/I 
上田市社会福祉大会 13: 00 無料

上田市社会
旬 福祉協議会

にJニニニニムムL…ニごに;:::装 4 • 
交通事故無料相談

筒 昆名 検査個数
不正件数 不正件数率(%)

持重量滅 畳 縫箆減 量

食 肉 403 30 12 7.4 3.0 

言
ハム 60 
ソセジ 10 
ベーコン 45 2 4.4 

5 ま ぐろ 161 3 7 1.9 4.3 
い か 101 10 1.0 9.9 

魚卵 製 昂 164 20 7 12.2 4.3 
塩 辛 23 
望室 コL 塑賓 qn 3 q q 

毎月曜~金隠/午前日時30分~午後14跨40分(祝祭日除く)/松本自動車
保険請求相談センタ-fi0263⑧7790(お気軽にどうぞ)

7 7. 広報うえだ5.[13] 



••• 
同
和
問
組
へ
の
.
止
し
い

m解
t
d

-情報テーブル・

11 道
足下 路
古嬰 4芸

o ii，:. };2 
0 画 聖母
o ':": 署宰

zb積
余浩 んよ
補 0) ど
正森 吾号
11 L 呈

予算総額

411制 293方円11354蜘 ，615万円

9，565万円11180億り師円

六
月
定
例
市
機
会

が
六
月
七
日
か
ら

同
二
十
三
日
ま
で

聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
四
十
一

億
九
千
二
百
九
+

一
一
一
万
円
を
計
上
し

た
五
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど

こ
+
ニ
融
案
、
十
三

報
告
案
が
審
徹
さ

れ
、
す
べ
て
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

6月市機会で決まった5年度予算

補正予算額

一般会計

特別会計

部
落
差
別
を
な
く
す

大
行
動
8
月
に
延
期

-
主
な
条
例
の
改
正

マ
上
岡
市
長
期
基
本
構
想
審
議
会
条
例
の

一
部
改
正

マ
上
山
市
認
可
地
緑
川
体
の
印
鑑
登
録
及

び
説
明
に
附
す
る
条
例
の
制
定

マ
上
川
ぃ
山
川
民
地
山
地
保
険
脱
粂
例
の
一
部

h
vヘ
ド
ド
」

E
r
u

，』
マ
川
和
地

M
m宅
締
築
資
金
咋
貸
付
条
例

の
一
部
改
正

-
一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容

新
規
い
や
業
、

紹
介
し
ま
す
。

‘
司
圃
.
，

E
高
齢
者
総
合
対
策
推
進
事

'z・
・
‘

業
・

:
:
:
j
i
-
-
百
八
万
円

・

一
人
暮
ら
し
老
人
や
身
体
障
害
者
な
ど

へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業SI--

i
L
I
r
--、;
Jリ
j

，.，，
v
E

・EJ
a
a
l
'
'
.
，JU
H
-

-
神
科
見
盆
セ
ン
タ
ー
建
設

:
一
億
九
千
三
百
聞
ト
五
万
円

充
実
し
た
事
業
を
・
中
心
仁

識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
差
別
の
な

い
明
る
く
住
み
よ
い

k
m市
を
つ
く

る
た
め
、
お
お
ぜ
い
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
な
お
、

7
川
崎
け
に

f
忘
し

て
い
ま
し
た
が
延
期
し
ま
す
。

マ
と
き

8
月
(
詳
し
く
は
次
号

で
利
介
し
ま
す
)

マ
と

こ

ろ

市

民
会
館

マ
記

念

講

演

松

谷

み

よ

子
さ
ん
(
予
定
)

マ
そ

の

他

大

行
進
は
記
念
講
演
会
終

f
後
に

マ

問
い
合
わ
せ
同
和
対
策
課
{
内
線

1
1
6
2
)
 

h-aョ
，

.
「
創
造
の
森
」
整
備
事
業

a
E
E竃
:
:
:
五
千
六
百
，九
十
九
万
円

(
内
容
)
市
民
の
保
健
休
養
や
自
然
体
験
の
場

と
し
て
、
下
組
(
塩
田
)
の
猫
山
一
裕
を
三
年

間
で
准
堂
前
?
字
ま
屈
な
ど
を
幣
硫

L
玉
4
0

・
室
賀
地
区
の
運
動
広
場

・
別
所
温
泉
森

林
公
園
の
周
辺
整
備
{
林
淀
川
例
法
改
汗
悦

業〉

:
:
:
:
j
i
-
-
・
:
:
じ
千
九
ハ
ト
じ
万
川

益

咽

咽

，

.

「
上
国
市
の
日
」
開
催
事

a
E
E
E司
業
j
i
-
-
-
三
行
氏
卜
二
万
円

{
内
谷
)
八
川
七
日
出
じ
信
州
博
覧
会
会

場
の
ア
ル
プ
ス
ス
テ
ー
ジ
で
附
附
慨
す
る
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
な

E
の
事
業
費
、
て
す
H
関

連
記
事
4
ペ
ー
ジ
H

2
 .. ，.
川
原
柳
・
豊
里
線
、
小

aE圃
置
竃

泉
・
手
塚
線
の
歩
道
整
備
な
ど

:
一
億
仁
・
h
九
卜

R
H川

・
よ
国
交
通
別
所
線
踏
切
改
良
事
業
{
川

辺
町
花
見
吹
踏
切
)
:
:
:
:
千
・一
h
卜
.hM
川

・
市
道
の
新
設

・
改
良
事
業
(
小
野

・
小

泉
線
、
下
町
畑
尻
・
小
品
線
、
蹄
入

・
大
山
崎

音階糊給付良夫繍

線
な
E
)
:
:
:
六
億
千
ヒ

h
-九
十
七
万
円

・
河
川
整
備
事
業
(
蛭
沢
川
、
神
宮
寺
川
、

日
向
川
、
桜
づ
つ
み
な

E
)

:
:
二
億
七
千
八
百
五
十

一
万
円

・
街
路
整
備
事
業
(
大
手
町

・
ド
郷
線
、

市
-
大
神
町
・
常
間
線
、

L
し
山
駅

・
市
駅
前

線
)
:
:
:
:
:
:
一
一
位・

一千
行
八
卜
じ
万
円

‘

.

，

.

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整

a
E
-
E‘
備
(
阿
小
中
校
、
北
小
学
校
)

・・・・八千
二
一
行

ι卜
万
円

・
西
塩
田

・
別
所
小
学
校
統
合
整
備
事
業

・
・
・
七
億
七
千
七
百
刊
万
円

・
市
誌
緩
さ
ん
事
業
:
:
:
:
:
:
二
十
万
円

・
ふ
れ
あ
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
整
備

(
室
内
プ

1
ル
一
帯
)

:
二
億
-
一

F
R
N
R卜
三
万
円

‘
.
圃
圃
，
.地
域
情
報
化
推
進
の
た
め
、

aE田
町
阻
司

上
田
地
域
テ
レ
卜
ピ
ア
計
画

の
推
進
団
体
で
あ
る
側
テ
レ
コ
ム

・
ユ
ー

の
運
営
支
援
事
業
費

:
:
一
億
五
千
二
.h
七
万
円

公
共
下
水
道
新
た
に

河
ヘ
ク
タ
ー
ル
供
用

••• 
差別のない明るい上田市を

平
成

5
年
度
新
た
に
供
川
を
開
始

す
る
区
域
が

7
n
I
H
付
け
で
告
示

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
告
示
さ
れ
た
、
正
な
地
区
は
、

下
塩
尻
ポ
ン
プ
場
の
稼
働
に
よ
り
、

使
用
が
可
能
と
な
っ
た
地
医
お
よ
び

上
川
以
柳
町
・
析
川

・
染
同
な
ど
の

一
却
で
、
州
制
は

ω
・
日
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
す
。
-
』
の
似
山
械
の
同
日
山
な
・
ど
は
、

[14] 

その事件を起訴してくれない。このような湯合、その不起訴処分が正しいかどうかを審査するのが検察審査
会です。上回倹察審査会寝務局 (tt@()003)では、検察審査会の役割を紹介したビデオを貸し出しています。
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ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

〈

5
月
届
け
出
分
・敏
総
略
〉

高

崎

勇

常

然

町

槌

山

崎

洋

子

大

原
.

K

M

五
卜
山
脈
秀
子
東
築
地

η

楽

原

い

つ

緑

ケ

丘

河

怯
林
け
さ
お
神
科
祈
眼
前

稲

葉

利

雄

怖

が

氏

自

山

作

品

ゆ

干

減

北

河

保
川
内
野
保
陥
航
行
升
創

竹
内
ツ
ギ
子

k
m川
叩

山山
中山
太
郎
北
X
M川
町
邸

中

ωき
み
よ

山中
市
川

η

地

川

ぷ

央

新

川

崎

久
保

mw之
.F
乙

粂

臼

山
崎
む
律
子

川
辺
町

市

山

崎

と

く

上

級

尻

お

ド
木
造
謀
で
ご
覧
仁
な
れ
ま
す
。

・
水
洗
化
工
事
は
1
日
も
早
く

告
示
さ
れ
た
区
域
の
皆
さ
ん
は
、

下
水
道
法
仁
よ
り
、
告
示
の
日
か
ら

三
年
以
内
仁
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ

守
水
洗
ト
イ
レ
仁
改
造
し
な
け
れ
ば

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
台
所

・
ふ
ろ

・
洗
而
所
な

ど
か
ら
の
排
水
に
つ
い
て
は
、
条
例

に
よ
り

6
か
川
以
内
に
、
公
共
下
水

道
に
持
続
す
る
た
め
の
設
備
そ
新
設

し
て
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

ご
協
-Mを
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問

い
合
わ
せ

ド
ポ
道
品
{
内
線

1
5
3
6
)
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萩

原
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m
滋
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手
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間

広
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崎
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宕
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内
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t
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白

生

ね

誠

仁

ト

円

凶

打

れ

同

夫

代

チ

秋
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刊

斉
藤
M
W
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之

条

白

柳
沢
三
治

ひ

か

り

M
W

山
崎
ち
ょ
の
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辺

町

η

沌

沢

栄

点

的

山

卯

行

作

泌

尿

幼

形

町

山
中
ね
し
げ
ぢ
秋
初
旬

九
山
修
1

川

新

川

町

ぬ

休

光

チ

鍛

冶

町

町

的

支

必

義

術

上

小
h

同

時

阿

部

し

げ

染

Mm

お

駐
車
場
設
置
義
務
条

例
川
月

1
日
施
行
に

••• 
3
月
初
日
に

「上
田
市
建
築
物
仁

お
け
る
駐
車
施
設
の
附
置
等
に
関
す

る
粂
例
」
が
公
布
さ
れ
、

m
H
1
円

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
条
例
に
よ
り
、
市
内
の
尚
業

地
域
と
近
隣
州
業
地
威
内
で
一
定
腕

政
以
上
の
建
物
舎
新
築
等
す
る
場
介

に
、
似
川
と
し
て
駐
中
場
の
設
此
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぷ
し
く

は、

4
川
凶
け
付
け
「
広
報
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

-''Jι
・二月

ト
ht

'

6

.''nuJUM

--
24

勾

t

祢

冷

釜

三

城

北

行

保

科

常

持

下

郷

町

念
品
は
る
子
佐
一井

部

尾

崎

博

美

新

聞

幻

西

村

賢

治

福

岡

市

竹
内
盟
春
上
鮒
日
鹿
町

乃

熊

本

相

作

下

酬

明

郎

A
M
升

三

千

合

升

制

滝
沢
フ
ミ
子
下
町
出
口
仇
邸

今
さ
き
を

伊
勢

山

れ

小
林
り
ん
み
す
ず
白
州
制

深
町
文
芯

山
日

付

小

野

洋

必

断

入

部

五
ト
山
瓜
ぷ
f

中

之

条

却

米
川
山
戊
，

r

れ

ド

時

制
哨
内
金
之
助
川
辺
町
刊

ぷ

hX代
卜
.
川
以
仰
町
打

h

』
本
町
4

M

州

Mm

お

州
制
ポ
じ

m-Aで
しし
常

山

河

坂

n仲
値

引

山

必

門

臼

削
入
み
つ
代
川
辺
町
卯

滝

沢

汎

以

町

倒

赤

羽

か

つ

小

泉

部

佐
藤
ケ
サ
ジ
ュ
北
常
問
卯

手
塚
マ
サ
下
北
天
神
町
河

佐

藤

慶

助

院

内

釘

平

林

め

雨

天

神

町

肝

併

掛

値

維

下

塩

尻

日

佐

藤

延

秋

阿

前

山

部

鈴
木
袈
裟
巳
下
之
郷
剖

術

以

禿

子

金

斤

創

竹

内

く

め

院

内

弱

点・野
二
郎

・h
.加

η

沌

沢

正

治

愛

行

町

田

川
向

彰

一み
J
形

印

ぃ
角
川
脈
つ
ね
，
r
山

口

市

側
M

川正
H

柑

小

泉

市

M
K
M
川

氏

叫

阿

川

M

K
H
池
み
ち
巾
し
口
m

M

W

マ
問
い
合
わ
せ

線

1
5
2
5
)

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
」

宝
く
じ
発
売
し
ま
す

••• 

都
市
計
同
課

(
内

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ポ
宝
く
じ
」
(
市

町
村
振
興
官
く
じ
)
の

f
約

受
付
が

正し〈扱い
楽しく遊ぽう/

7
H
n
n闘
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

賞
金
は

一
等

6
0
0
0
万
川

(
1

8

0
本
)
で
前
後
貨
を
合
わ
せ
る

t

1
億

2
0
0
0
万
円
で
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
災
害
対
策
と
明
る
く
住
み
よ
い

街
づ
〈
り
な

E
に
使
わ
れ
ま
す
。

詳

し
く
は

7
日

n
n闘
の
新
聞
(
朝
刊
)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

l花火の注意書きをよく読んで。

2.燃えやすい物の近くでレな~\。

3.花火は人や家に向けない。

4.水の入ったバケツを用意しよう。

5.必ず大人がついて。

6.途中で

火が消

えても、

筒の中

をのぞ

かない。

¥
ノ

・
学
生
で
東
京
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
、

集

記
J

あ
ま
り
水
道
の
水
を
飲
み
た
い
と
は

編

後

」
思
わ
な
か
っ
た
。

都
会
の
人
が
信
州

/
k
の
こ
喜
佐
褒
め
る
と
き
は、
「の
ど
か
」

だ
と
か
「
自
然
が
多
い
」
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に

『
水
が
お
い
し
い
』
と
い
う
結
が
よ
く
出
て
く

る
。
ふ
だ
ん
、
な
に
げ
な
く
飲
ん
で
は
い
る
が
、

確
か
に
東
京
の
水
よ
り
数
段
う
ま
い

(
東
京
の

人
に
は
申
し
訳
な
い
け
れ
ど
)
と
思
う
。
や
っ
ぱ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
か
い
た
後
に
飲
む
水
が

い
ち
ば
ん
う
ま
い
。
つ
い
つ
い
が
ぶ
飲
み
し
て

し
ま
う
(
体
に
い
い
か
ど
う
か
は
別
と
し
て)。

水
の
貨
は
と
も
か
く
、
冷
え
た
水
を
一
気
に
飲

ん
だ
と
き
が
、
い
ち
ば
ん
お
い
し
く
感
じ
る
と

か
:
・
。
う
ー
ん
、
納
得
。
(
に
し
ざ
わ
)

-
侮
雨
期
に
入
り
、
毎
日
う
っ
と
う
し
い
臼
が

続
く
。
わ
れ
わ
れ
広
報
担
当
も
こ
の
時
期
は
た

い
へ
ん
い
や
な
鋳
期
だ
。
雨
天
だ
と
外
で
の
取

材
や
撮
影
が
お
っ
く
う
だ
し
、
棺
何
に
原
稿
締
め

切
り
回
が
近
づ
く
と
、
気
持
ち
が
湾
ち
着
か
す

隣
の
電
信
も
五
月
蝿
(
う
る
さ
)
く
感
じ
ら
れ

る
。
そ
ん
な
気
持
ち
で
作
り
上
げ
た
広
報
紙
も
、

ぺ
l
ジ
鍛
に
し
て
十
数
ペ
ー
ジ
で
し
か
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
中
に
は
「
マ
イ
タ
ウ
ン
広
窃
』

を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
や
市
民
鐙

簿
、
市
の
劃
き
な
ど
が
い
っ
ぱ
い
に
掲
厳
さ
れ

て
い
る
。
そ
う
思
い
な
が
ら
、
作
り
上
げ
た
と

き
の
気
分
は
ま
た
柑
個
別
。
今
、
脱
摘
し
て
校
正

に
入
る
と
こ
ろ
だ
。
「
ふ
|
つ
、
終
わ
っ
た
』
|

こ
の
解
抽出
感
が
た
ま
ら
な
い
。
{
せ
ま
)

今年は検察審査会法施行45周年 532P242?7?毎3宇
7 7. 庖報うえだ5.[15J 



料
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藤
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ぃ

造
家
拶
FJ
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・田中大輝くん
<211，国分〉

roJ震をレゃべるようにな
り、取をうたって笑わせた
り、とてもひょうきん者で
す」と母の繁子さん。

保健 砂砂
保健予防課(内線 1374)

-胃がん模診は受けまし定か

平成 4年、上田市では243人が「がんJ で死亡して

おり、そのうち66人が胃がんによるものです。がんで

死亡した人の 4人に 1人がWがんです。宵がんは、 n
本ではtikも多いがんで、特に正:j帥f.'llど多いのが特徴

です。 早期に発見した何がんは、 ll'l.JtfJに治療すること

で、 IHnOO%治るといわれています。 そのためには、

定期検診を受けることがなによりも人・切です。実際の

例をみても、早期がんが見つかる きっ かけの多くが定

期検診です。

上川市て、は、 35歳以上のrli1.1とそ対象仁「肯がん検診J

e災施しています。年にーt!llは必ず受りるようにしま

しょう 。

早期発見のため、ぜひ受診を

¥'1がん検診は、各地

|天を ~7検診率が巡凶し

て行う ちのです。中込

Jすには受診日時、会場

などをお知らせするは

がきそ順次お返りして

いますので、必ずお受

け<tごさ L、。 また、受

ぷ11や会場を変えたい

場合、あるいは新たに

111し込みたい人は、保

健 f'防課までどうぞ。

-基本健康模査(成人病予防)

1>対象 40歳以上の人 1>受診場所 市内の病・医

院(事前に日時などの僻認を) 1>受診料 1，000円。

ただし、 ①70歳以上の人②65歳以上で老人保健法の医

保受給者③生活保護 |止，ii?の 人・ m民税非課税IIt，;，~の人

(保健予防課で無料券を先行) は無料。1>受診方法

111込者は、 6月か ら11川の111)に誕生日ご tに基本能

JJ~診査記録粟を送りますので、そのとき受診してくだ

さい。 1・5・6)]生まれの111込者には 6月に、 2・

4・9J1生まれは 7JJ、 3• 7・8月生まれは 8FJ、

10・11・12月生まれは 9川に送ります。

111し込まなかった人で希噌する人は、市内の病・ |宍

院へ受診日時などを「確認の上、ui接受診してください。

.検査項目からわかる主な病気と異常

鳴 目 後 it 内 哩E どんな鋳気がhかるか

間 鯵 自貧症状 既往n.日常生活

揖体計調 身長体温 r源平せすぎ

血 庄凪庄調定 高血圧 低血圧

t実 原蛋白梅溜lIIl ゥロピリノーゲン 'Iiぞう病樋原鰐

血清 ー般 念赤血E事 市へマ トヲ 1)"ト ・へ壬グロビン 貧血

GOT GPT 肝ぞう病肝硬変

y-G T P アルコール性肝炎

総ヨレステロール 中性脂肪 動脹硬化 繍尿病 申校繊細
血直車化牢

HDLコレ2テロール 動膿硬化

クレアチニン 腎ぞう痢

* •• .~鰐

φ.(..・m 心ぞう翁

-・.機置 動脈硬化 舗尿縄住変化など

肝 " 総合的な鈴阪と指示

本EPの検査は医師の判断に基づき選択的に実施します。

-平成 4年度基本健康診査の検査結果

受診者・は3，172人で、 うち災前のなかった人は1.011

人です。 また医師から生活i!，/.tnの改善指導ぞ受けた人

は1，435入、治療の必要のある人は726人でした。

生活改善または治療の必要な人の内容(人)

高血圧境界領域 |高血圧 |心電図異常 |貧 血

638 I 287 I 451 I 127 

肝疾患 (うちアルコール性) I J糖尿病 |腎機能障害

|82 (22) I 212 I 36 

※高血庄境界領域 最大140......159mm旬、最小90......94mmHg

高血圧 愈大160mmHg以上、最小95mmHg以よ

1>とき 7 )J 2711 (刈ノ|二f去l

11寺30分- 1>ところ 文化会

館 b内容 「エイズと共に

生 きる社会J (:長野 rliq I i){ pj1 

M入手;11商院院長・小沢弘行さん

7月の献血 23112拡21鳴空2245ぷR12出合同庁舎) 広111ラ:7<.155. 7. 1 [16] 



-
投
票
日
は
、
ぜ
ひ
家
族
全
員
で

・
心
が
け
よ
う

き
れ
い
な
選
挙

|
|
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
と
ら
な
い
|
|

で
転
居
の
手
続
き
が
済
ん
で
い
る
人

は
、
新
し
い
住
所
地
に
あ
る
投
票
所

で
投
票
で
き
ま
す
。

七
月
二
日
働
以
後
の
市
内
転
居
者

は
、
前
住
所
地
に
あ
る
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

安
投
票
で
き
な
い
人

公去

⑫量
4要

寝1量
eQ事
7 ()貝

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て

も
、
現
実
に
は
そ
こ
に
住
ん
で
い
な

い
人
。
例
え
ば
、
大
学
な
ど
に
修
学

の
た
め
、
住
民
票
を
上
田
市
に
置
い

た
ま
ま
市
外
に
居
住
し
て
い
る
人
は
、

入
場
券
が
郵
送
さ
れ
て
も
投
票
で
き

ま
せ
ん
。

合
同
入
場
券

投
票
所
の
入
場

券
は
、
全
部
郵
送

に
よ
っ
て
お
届
け

し
ま
す
。

入
場
券

は
、
郵
便
は
が
き

一
枚
に
世
帯
単
位

の
四
名
連
記
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、

一
人
ず
つ
切
り
離

し
て
投
票
所
へ
お

*
投
票
で
き
る
人

圃
転
出
者

三
月
十
八
日
術
以
後
に
上
田
市
か

ら
転
出
し
た
人
で
、
転
出
先
の
市
町

村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
お

ら
ず
、
上
田
市
の
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
と
き
は
、
上
田
市
の
前
住
所

地
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す

U

-
転
入
者

持
ち
く
だ
さ
い
。

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
で
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

は
投
票
で
き
ま
す
が
、
投
票
日
近
く

に
な
っ
て
も
届
か
な
い
と
き
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
(
内
線
1
6
7
1
・

1
6
7
2
、
有
線
②
0
9
0
1
)

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

四
月
四
日
冊
以
後
に
他
市
町
村
か

ら
上
田
市
に
転
入
し
た
人
で
、
旧
住

所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
と
き
は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所

で
投
票
で
き
ま
す
。

-
市
内
転
居
者

七
月
一
日
嗣
ま
で
に
市
内
で
住
所

を
移
し
、
市
役
所
市
民
課
か
各
支
所

衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
は
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見
な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
が
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
で
は
、
裁
判
官
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
経
歴
な
ど
を
掲
載

し
た
審
査
公
報
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
自
治
会
長
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し
て
、
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
が
、
自
治
会
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
直
接
送
達
を
希
望
す
る

人
は
、
事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
万
一
未
着
の
場
合
は
、
各
支
所
ま
た
は
市
役
所
に
予
備
を
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
を
。

投
票
日
現
在
、
満
二
十
歳
以
上
で
、

四
月
三
日
出
以
前
か
ら
、
引
き
続
き

上
田
市
に
住
ん
で
い
て
、
住
民
登
録

が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

*
投
票
で
き
る
時
間

投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後

六
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
須
川
、

畑
山
、
長
入
、
岩
清
水
、
野
倉
の
各

投
票
所
は
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

投
票
は
な
る
べ
く
早
め
に
、
時
間

の
余
裕
を
み
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

合
投
票
の
し
か
た

投
票
所
で
衆
議
院
選
挙
と
国
民
審

査
の
投
票
用
紙
を
交
付
し
ま
す
が
、

衆
議
院
選
挙
は
候
補
者
の
氏
名
を
、

国
民
審
査
は
や
め
さ
せ
た
ほ
う
が
よ

い
と
思
う
裁
判
官
に
つ
い
て
そ
の
氏

名
の
上
の
欄
に
×
を
書
い

て
く
だ
さ

い
。
や
め
さ
せ
な
く
て
も
よ
い
と
思

う
裁
判
官
に
つ
い
て
は
何
も
書
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。

-
自
分
で
書
け
な
い
人
は

投
票
は
、
自
分
で
書
く
こ
と
が
原

則
で
す
が
、
子
に
け
が
を
し
て
い
た

り
、
字
を
知
ら
な
い
で
書
け
な
い
と

き
な
ど
は
、
投
票
所
の
係
が
代
わ
っ

て
書
い
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
、
遠
慮
な
く
申
し
出
て
く
だ

会
』い。

."....，、



こんなときは不在者投票を

由も度行出い市場
が例をけ産用外で投
必外ごるな務で投票
要的利見どで仕票は
でな用込で市事す
すもくみ入外をる投
。のだの院へしの票
でさなし旅てが日
すいいて行い原当
か 。人どしる則自
らしはうてとでに
、か、しいかす決

次し不てる、がめ
の、在もとや、ら
よあ者投かむ投れ
うく投票、を票た
なま票所病得日投
理で制へ気なに票

示 らは病 ・つ日 い滞 票③者明② だ 員 い
し不、、院不病て数て在用郵投書投さ会た①
て在施そや在院くを投地封送票を票いに宣投
あ者設の老 者なだ要 票の筒さ証本用 。直誓票
り投に施人投どさしし選、れ明人紙 接書日
ま票申設ホ票でいまて挙 不 た 書 に、 郵をに
せ所してや lの投。すく管在投は郵投 送添投
んに出不ムてや票 のだ理者票開送票 ていえ票
。はて在なきを でき委投用封し用 投て所

、く者どる行 、い員票紙しま封 票、へ
候だ投)施う 早。 会証百てす筒 用上行

雲ご票ス空ZtZ言、喜努fd示 雪思 2
の 。てや っ指 子、補をもけだ在 請選い
氏 きて定 続郵者持のまし者 求挙理
名 まいさ き送名つ)せ、投 し管由
は するれ をにをて ん不票 て理を
掲 か人た 行は書、投。在証 く委書

園
不
在
者
投
票
が
で
き
る
人

①

投

票

日

に、

自

分

の

投

票

区

の

区

域

外

で
、

職

務

ま

た

は

業

務

に

従

事

中

の

人

②

や

む

を

得

な

い
用
務
の
た
め
、
市
外
に
旅
行

ま

た

は

滞

在

中

の

人

③

投

票

日

ま

た

は

そ

の

前

後

に

、

手

術

や

出
産

な

ど

が

予

定

さ

れ

て

い

て

、

投

票

日

に

投

票

所

へ
行
く
の
が
困
難
と
予
想
さ
れ
る
人

④

他

の

市

町

村

に

住

所

を

移

し

、

転

出

先

市

町

村

の

選

挙

人

名

簿

に

登

録

さ

れ

て

い

な

い

人

⑤

不

在

者

投

票

の

指

定

を

受

け

た

病

院

や

施

設

に
入
っ
て
い
る
と
き

圏

不
在
者
投
票
の
手
続
き

・
上
田
市
で
投
票
を
行
う
場
合

①

入

場

券

(

届

い
て
い
る
と
き
)
と
印
鑑
を

持
っ
て
選
挙
管
理
委
員
会
室
(
市
役
所
四
階
)

へ
。
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
理
由
を
、

宣

誓

書

(
選
挙
管
理
委
員

会

に
あ
り
ま
す
)
に

書

い

て
い
た
だ
き
ま
す
。

②

宣

誓

書

が
書
き
終
わ
っ

た

ら

、

投

票

用

紙

を

お

渡

し

し

ま

す

の

で

、

そ

の

場

で

投

票

し

て

く

だ
さ
い
。

-
他
の
市
町
村
で
投
票
を
行
う
場
合

園
不
在
者
投
票
の
期
間
と
時
間

-
七
月
四
日
制
か
ら
七
月
十
七
日
出
ま
で

(
国
民
審
査
は
七
月
十
日
出
か
ら
)

-
受
付
は
選
挙
管
理
委
員
会
室
(
市
役
所
四
階
)

で

、

土

・

日

曜

を

問

わ

ず

、

午

前

八

時

三

十

分

か

ら

午

後

五

時

ま

で
。

な
る
べ
く
早
め
に
投
票
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

汰
副
劃
剖
劃

お
一
の
あ
る
人

で
一
¥
、
の
い
¥
¥

の
一
担
閣
川
叫
北
川
叫

票一

一u

，」
vu

投

μ

一γ一一一一

者
六
引
い
山
何

在

/
1

1

不

旅
行
ま
た
は
他
市

区
町
村
に
滞
在
中

の
人

入
院
や
出
産
の

予
定
の
人

盛1

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
置
に
ご
協
力
を

上
田
市
で
は
、
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ

ー
を
は
り
出
す
場
所
を
条
例
に
よ
り
、

市
内
一
一
一百
八
十
四
か
所
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
候
補
者
は
こ
の

掲
示
場
以
外
の
場
所
に
選
挙
運
動
用
の

ポ
ス
タ
ー
を
は
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

だ
れ
に
m川
町
き
る
選
挙
運
動

圃
選
挙
運
動
用
は
が
き
・・選
挙
運
動
用
と
し
て
表
示

を
受
け
た
「
は
が
き
」
を
候
補
者
か
ら
も
ら
っ
て
、

知
人
な
ど
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
記
載
す
る
内

容
に
つ
い
て
は
、
虚
偽
や
公
共
の
秩
序
、
善
良
な
世

間
の
な
ら
わ
し
に
反
す
る
こ
と
の
な
い
限
り
自
由
で

す
。
同
一
世
需
内
あ
て
の
場
合
の
表
書
き
は
連
名
で

も
よ
い
で
す
が
、
工
場
、
事
業
所
、
会
社
な
ど
へ
「
御

中
」
ま
た
は
「
御
一
同
様
」
な
ど
と
書
き
、
回
覧
す

る
こ
と
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

は
が
き
は
、
郵
便
物
の
配
達
事
務
を
取
り
扱
う
郵
便

局
の
窓
口
に
選
挙
郵
便
物
差
出
票
在
添
え
て
差
し
出

し
て
く
だ
さ
い
。

-
個
人
演
説
会
:
・
個
人
演
説
会
で
、
応
援
演
説
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

-
個
々
面
接
:
・電
車
や
パ
ス
の
中
、
あ
る
い
は
道
路

上
な
ど
で
、
た
ま
た
ま
友
人
や
知
人
に
出
合
い
、
そ

の
機
会
を
利
用
し
て
投
票
在
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

-
電
話
に
よ
る
投
票
依
頼

・
電
話
で
投
票
を
依
頼
す

る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
で

き
ま
す
。
は
っ
き
り
候
補
者
の
氏
名
を
言
っ
て
投
票

を
依
頼
し
て
も
よ
い
し
、
だ
れ
に
か
け
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
相
手
の
迷
惑
も
考
え
ず
、
一
人

よ
が
り
は
、
か
え
っ
て
逆
効
果
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
が
必
要
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
選
挙
運
動
も
、実
際
に
で
き
る
の
は
、

立
候
補
の
届
出
が
済
ん
だ
と
き
か
ら
投
票
日
の
前
日

ま
で
で
す
。
ま
た
、
公
務
員
や
特
定
の
人
は
他
の
法

律
で
禁
止
や
制
限
を
受
け
ま
す
。

し
て
は
九
?
な
い
選
挙
運
動

ま
た
、
設
置
を
お
願
い
す
る
お
宅
で

は
、
期
間
中
の
設
置
場
所
の
提
供
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

開

票

は

即

日

行

い

ま

す

七
月
十
八
日
間
午
後
七
時
三
十
分
よ

り
、
上
田
市
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で

即
日
開
票
さ
れ
ま
す
。

-
飲
食
物
の
提
供
の
禁
止
:・
選
挙
運
動
に
関
し
て
は

そ
の
名
目
は
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
飲
食
物
(
な
ん
ら

加
工
し
な
く
て
も
、
そ
の
ま
ま
飲
食
に
供
し
得
る
も

の
、
例
え
ば
、
料
理
、
弁
当
、
酒
、
ビ
ー
ル
、
ジ
ュ

ー
ス
、
果
物
、
菓
子
な
ど
)
在
提
供
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
候
補
者
が
選
挙
運
動
員
や
選

挙
運
動
に
使
用
す
る
労
務
者
を
慰
労
す
る
目
的
で
飲

食
を
提
供
す
る
第
三
者
が
候
補
者
を
激
励
す
る
た
め

に
、
陣
中
見
舞
い
と
し
て
候
補
者
な
ど
に
飲
食
物
を

提
供
す
る
こ
と
も
い
け
ま
せ
ん
。
陣
中
見
舞
い
に
清

酒
を
持
っ
て
行
く
こ
と
も
、
こ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
お
茶
や
日
常
用
い
ら
れ
て
い
る
程
度
の
菓

子
は
さ
し
っ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

-
戸
別
訪
問
の
禁
止
・
:
戸
別
訪
問
と
は
、
選
挙
運
動

の
た
め
に
、
連
続
し
て
戸
別
に
選
挙
人
の
居
宅
を
訪

問
す
る
こ
と
で
す
(
官
公
庁
、
会
社
、
工
場
、
事
務

所
な
ど
も
戸
別
の
中
に
入
り
ま
す
)
。
ま
た
、
二
戸
だ

け
訪
問
し
て
も
、
そ
の
状
況
、
内
容
な
ど
に
よ
り
戸

別
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
玄
関
内
に
入

ら
ず
軒
下
、
庭
な
ど
で
あ
っ
て
も
戸
別
訪
問
に
該
当

し
ま
す
。
単
な
る
あ
い
さ
つ
、
名
刺
を
置
い
て
歩
く

こ
と
な
ど
も
い
け
な
い
こ
と
で
、
何
人
も
戸
別
訪
問

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
立
候
補
届

出
後
で
あ
る
か
、
立
候
補
の
決
意
前
で
あ
る
か
は
、

問
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
署
名
運
動
の
禁
止
・:選
挙
に
関
し
投
票
を
し
て
も

ら
う
た
め
、
ま
た
は
投
票
を
さ
せ
な
い
目
的
で
、
選

挙
人
に
対
し
署
名
運
動
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。そ

の
ほ
か
、
人
気
投
票
の
公
表
の
禁
止
、
買
収
饗

応
の
禁
止
、
選
挙
妨
害
の
禁
止
、
連
呼
行
為
の
制
限
、

気
勢
を
張
る
行
為
の
禁
止
、
ポ
ス
タ
ー
の
制
限
が
あ

り
ま
す
。
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